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平成19年１月30日現在

武
雄
市
の
文
化
財

（　）は平成１８年１月３０日との増減

　
今
回
は
、
武
雄
市
内
に
あ
る
指

定
文
化
財
の
う
ち
、
古
墳
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。
現
在
、
武
雄
市

内
に
あ
る
古
墳
の
う
ち
、「
潮
見
古

墳
」
、「
矢
ノ
浦
古
墳
」
、「
玉
島

古
墳
」
、「
多
蛇
古
古
墳
」
が
県
指

定
史
跡
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
潮
見
古
墳
は
、
橘
町
の
潮
見
神

社
の
裏
、
潮
見
山
の
山
腹
に
あ
る

直
径
20
ｍ
の
円
墳
で
す
。
６
世
紀

半
ば
に
造
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
潮
見
古
墳
か
ら
は

馬
具
や
武
具
、
装
身
具
な
ど
豊
富

な
副
葬
品
が
出
土
し
て
お
り
、
な

か
で
も
カ
ス
ガ
イ
は
県
内
で
は
他

に
出
土
例
が
な
く
、
貴
重
な
も
の

で
す
。
冠
や
武
具
な
ど
の
権
力
を

象
徴
す
る
副
葬
品
が
多
く
出
土
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
被
葬
者
は
こ

の
地
域
を
統
括
す
る
集
団
の
長
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
矢
ノ
浦
古
墳
は
、
白
岩
運
動
公

園
ト
リ
ム
コ
ー
ス
内
に
あ
る
前
方

後
円
墳
で
す
。
５
世
紀
前
半
に
築

造
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
全
長
37
ｍ
、
後
円
部
直
径

17
ｍ
、
前
方
部
の
幅
15
ｍ
、
長
さ

20
ｍ
、
高
さ
2.7
ｍ
を
測
り
ま
す
。

後
円
部
中
央
に
遺
体
を
納
め
る
施

設
が
２
基
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
玉
島
古
墳
は
、
県
道
武
雄
・
鹿

島
線
を
南
に
向
か
い
、
嬉
野
市
塩

田
町
に
入
る
手
前
に
あ
る
古
墳
で
す
。

昭
和
45
年
の
調
査
で
、
平
均
直
径

45
ｍ
、
高
さ
９
ｍ
、
頂
上
に
竪
穴

系
横
口
式
石
室
を
も
つ
県
内
最
大

規
模
の
円
墳
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
石
室
か
ら
は
武
具
や

装
身
具
な
ど
の
副
葬
品
が
出
土
し

て
お
り
、
杵
島
山
周
辺
の
有
力
な

首
長
の
墓
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
多
蛇
古
古
墳
は
、
朝
日
町
の
甘

久
郵
便
局
の
東
側
に
あ
る
前
方
後

円
墳
で
す
。
発
見
当
初
は
、
開
発

に
よ
り
古
墳
の
姿
が
想
像
し
が
た

い
ほ
ど
で
し
た
が
、
平
成
８
年
度

に
全
長
約
40
ｍ
、
前
方
部
の
幅
12
ｍ
、

後
円
部
の
径
26
ｍ
に
修
理
復
元
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
古
墳
が
造
ら
れ

た
時
期
は
、
明
確
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
至
近
距
離
に
あ
っ
た
円
墳

の
調
査
結
果
や
出
土
遺
物
に
須
恵

器
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

遅
く
と
も
５
世
紀
中
頃
と
推
定
さ

れ
ま
す
。

玉島古墳

潮見古墳

矢ノ浦古墳

多蛇古古墳


